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特集
未来に伝えたい
NTTの“2020東京オリンピック・パラリンピック”向け技術

─東京2020オリンピック・パラリ

ンピックではポジティブな改革に貢献

したい。

木下　オリパラ大会ビジョンである
「史上最もイノベーティブで、世界に
ポジティブな改革をもたらす大会」
に寄与するために貢献したいと思い
ます。そのためには、NTT研究所
の最先端のサービス系技術を集結さ
せ、超高臨場感通信技術Kirari!を中
心に取り組んでいきたいです。
オリパラ大会は、スポーツと平和
の祭典ですが、テクノロジー・イノ
ベーション・アートの視点からは最
高の「未来提案の場」でもあります。
例えば、1964年の東京大会では静
止衛星を用いた世界初の生中継を行

いました。
─NTTは東京2020オリンピック・パ
ラリンピックのゴールドスポンサーです。

木下　残念ながらコロナ禍のために
無観客での実施となりましたが、「セ
ーリング」「バドミントン」「マラソン」
の３つの競技について、あたかも競
技会場にいる感覚でリモート参加で
きるよう技術開発を行いました。
合わせて、運営面やエンタメ系に
ついても工夫いたしました。運営面
については、機能分散通信技術
CUzoによる翻訳アプリや会場イン
フォメーション案内、バリアフリー
アプリであるMaPieceを使った技
術、作業員の暑さ対策や高効率Wi-Fi

技術などです。エンタメ系では、超

高臨場感通信技術 Kirari!によるバー
チャルトーチキスの体験ができた
り、変身歌舞伎技術による俳優と同
じ顔画面になったり、Swarm通信制
御技術によるトーチランナー応援演
出にも配慮しました。

─NTTグループは研究開発によ
り技術力をアピールし、ビジネスチ
ャンスを拡大します。

木下　NTTグループとしては研
究開発のさらなる研鑽を行い、技
術力をアピールして、ビジネス
チャンスを拡大し、利の享受をめ
ざします。

─本日はありがとうございました。

NTTは 7月 23 日（金）に開始された東京 2020 オリンピック・パラリンピックのゴールドスポンサーである。NTTとし
てはこれをポジティブな好機ととらえて、運営事務局と一体となり、超高臨場感通信技術Kirari! を中心とした ICT 技術
のサポートを実施した。NTT 人間情報研究所の所長である木下真吾氏に 2020 東京オリンピック・パラリンピックの取
り組みについて、お話を伺った。
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具体的な取り組み（技術・適用領域）

セーリング
超ワイドリモートビューイング

ゴールボール
音だけのリモートビューイング

バドミントン
３Dライクリモートビューイング

三領域の新しい体験創造
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③
新しい
エンタメ
体験

イベントステージ演出
アーティストテレポーテーション

バーチャルトーチキス体験 トーチランナー応援演出

超高臨場感通信技術 Kirari!

バリアフリーマップ会場インフォメーション

バリアフリー情報通信技術MaPiece 高効率WiFi技術生体情報センシング技術機能分散通信技術CUzo

NTTグループの利点

歌舞伎トーチ体験
超高臨場感通信技術 Kirari! Swarm通信制御技術UI/UX研究（変身歌舞伎）

リモート応援
超低遅延のリアルタイム応援

高密度APの最適化制御作業員の暑さ対策ウェア
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図１　観戦・運営・エンタメの３つの領域での技術開発


